
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
事
実
、
古
今
は
新
古

今
よ
り
、
ご
く
わ
歩
か
で
は
あ
る
が
サ
杢
歌
数
に
対
す
る
用
例
数
の

比
は
大
な
の
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
に
、
関
心
度
は
ど
ち
ら
も
大
差
は
な
か
っ
た
が
、
使
用

す
る
際
の
態
度
が
具
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
冗
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
古
今
で
は
、
人
か
ら
人
へ
と
、
単
な
る
摸
倣
と
し
て
使
用
さ
れ

る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
、
新
古
今
で
は
、
も
は
点
、
、
単
な
る

模
倣
の
域
を
脱
し
、
新
し
い
段
階
へ
と
移
行
す
る
と
み
て
よ
か
ろ
う

と
考
え
る
。

〔
一
ニ
十
二
年
度
卒
業
〕

八
代
和
歌
集
に
於
け
る

「
菊
」

平

田

考
芙

美

子

八
代
和
歌
集
に
於
い
て
菊
は
如
何
に
表
現
さ
れ
、
人
々
は
そ
れ
に

対
し
て
如
何
な
る
思
想
を
抱
い
て
い
た
か
、
ま
た
当
時
白
菊
は
ど
う

い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
調
査
し
、
菊
特
有
の
歌
の
流
れ
を
考
察
し
た

い
と
思
う
。
二
二
二
、
抜
卒
し
て
み
る
。

一
、
菊
の
歴
史

菊
の
語
源
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
和
名
抄
』
巻
才
十

二
十
四
平
類
云
．
菊
「
四
声
字
苑
」
一
去
、

草
木
部
矛

挙

竹

反

、

木

草

経

一

宮

、

菊

有

白

菊

紫

菊

－
f
L
l

日
祥
寺
往

菊

加

波

良

与

毛

岐

云

‘

可

波

良

於

波

岐

「
和
名
抄
』
に
も
宇
一
音
由
来
の
和
名
を
何
と
も
一
言
つ
て
な
く
、
私
の

調
官
官
で
は
、
菊
の
語
源
を
明
確
に
す
る
と
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

弐
に
菊
の
歴
史
に
つ
い
て
検
討
し
て
見
ょ
う
。

八
代
集
に
於
て
菊
は
八
十
問
首
よ
ま
れ
て
い
る
。
乙
乙
で
奈
良
時

代
に
眼
を
転
じ
『
万
葉
集
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
一
首
も
見
渡
ら

な
い
。
し
か
し
菊
の
異
名
の
一
つ
「
モ
モ
ヨ
グ
サ
」
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。万
葉
集

巻
二
十
、

四
一
三
六
生
玉
部
足
国

一12

父

母

我

・

等

能

能

志

利

弊

乃

コ

D

0

0

0

骨

母

余

兵

佐

母

母

与

伊

豆

府

勢

和

我

伎

多

流

麻

呂

諸
説
釈
書
に
よ
る
と
、
い
や
れ
も
疑
問
と
な
っ
て
お
り
と
の
場
合

か
な
ら
歩
し
も
菊
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
『
大
一
言
出
』
に
「
後

水
尾
天
皇
御
製
「
な
ら
ノ
葉
（
万
葉
集
）
ノ
え
ら
び
一
二
陶
レ
シ
、
菊

ノ
花
、
残
レ
ル
梅
ノ
恨
ミ
ヤ
ハ
ア
ル
」
と
あ
り
、
『
万
葉
集
」
に
菊

は
な
い
と
し
て
お
ら
れ
る
。

で
は
菊
は
何
処
の
原
産
で
あ
り
、
い
つ
頃
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

『
植
物
学
九
十
年
」
『
続
杭
物
詑
』
（
牧
野
富
太
郎
著
）
「
学
習
大

辞
典
植
物
篇
」
『
児
童
百
科
辞
典
』
の
仁
徳
天
皇
の
頃
（
一
三
一
品

i
一完



二
十
四
草
類
一
R
・
菊
「
四
声
字
苑
」
一
主
、

九
）
支
那
か
ら
渡
来
し
た
と
言
、
っ
説
、
「
大
雪
海
」
の
奈
良
の
末
期

に
渡
来
し
た
と
言
、
っ
説
の
二
説
が
あ
る
。
私
の
今
迄
の
調
査
で
は
両

者
を
確
定
す
る
資
料
を
得
る
と
と
は
出
来
－
な
か
っ
た
が
、
『
懐
風

致
」
「
凌
雲
集
」
「
経
国
さ
を
考
察
す
る
と
菊
は
六
首
、
五
首

十
五
首
よ
ま
れ
て
お
り
、
，
懐
風
藻
で
境
部
王
（
天
武
天
皇
皇
子
）
が

菊
を
賦
し
て
・
お
ら
れ
る
。
「
万
葉
集
』
に
も
菊
は
勅
撰
3
れ
て
い
な
z

い
故
、
懐
此
藻
は
当
時
日
本
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
菊
を
素

材
と
し
た
漢
詩
冶
踏
襲
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
疑
問
も
生

じ
℃
来
る
が
、
境
部
王
が
菊
を
詠
ん
だ
の
は
二
十
五
才
で
あ
り
、
六

八
O
年
頃
に
は
、
園
芸
品
と
し
て
支
那
か
ら
日
本
へ
渡
来
し
て
い
た

と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
奈
良
の
末
期
説
は
、
和
歌

で
初
見
で
あ
る
と
言
う
思
考
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
続
植
物
記
』
で
牧
野
富
太
郎
氏
は
弐
の
如
く
述
ぺ
て
お
ら
れ
る
。

「
も
う
一
つ
心
強
い
事
は
日
本
の
も
の
に
も
此
の
花
と
同
巳
種
に
属

司
る
も
の
が
あ
る
G

明
治
十
九
年
頃
に
私
が
見
つ
け
た
も
の
で
、
共

菊
は
野
路
菊
と
言
ふ
。
」

す
な
わ
ち
野
路
菊
が
四
国
で
発
見
さ
れ
る
迄
は
、
支
那
か
ら
輸
入

さ
れ
た
も
の
だ
け
が
人
々
の
眼
に
映
じ
て
い
た
も
の
と
息
わ
れ
る
。

『
学
習
大
辞
典
植
物
篇
』
に
よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
の
頃
輸
入
さ
れ
た

の
は
青
・
賞
・
赤
・
白
・
黒
の
五
品
種
の
も
の
で
あ
っ
た
と
述
ぺ
て

お
ら
れ
る
が
、
今
迄
の
調
奈
で
は
白
・
黄
の
ニ
色
で
あ
り
他
は
明
瞭

で
な
い
。

萩
・
女
郎
花
と
比
較
し
て
、
菊
に
は
長
寿
延
命
の
思
想
が
存
在
し

羽
酎
曲
開
封
山
作
肱
明
日
世
昂
』

－
民
主
主
ト
手
主
骨
量
4
6
f
z－一ノ主よじ
t

’J
－－－

毎
年
重
陽
白
節
句
に
は
、
菊
花
の
宴
を
開
い
て
い
た
様
で
あ
る
。
我

固
に
於
け
る
東
陽
め
節
句
の
起
源
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。

小
沢
正
夫
氏
は
「
国
語
と
国
文
学
」
（
昭
三
一
、
台
）
で
、
共
の
如

く
記
述
し
て
お
ら
れ
る
。

「
わ
が
国
で
の
起
源
は
、
天
武
天
皇
の
十
四
（
六
八
六
）
年
で
あ

る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
が
、
と
の
節
句
に
詠
詩
が
む
す
び
つ
い
た

の
は
、
八

O
九
年
に
千
按
天
皇
が
神
泉
殖
で
射
礼
を
御
買
に
な
っ

た
時
に
、
か
ね
℃
文
人
を
し
て
詩
を
賦
せ
し
め
た
の
が
記
録
に
見

え
る
最
初
で
あ
ろ
う
。
」

ま
た
凌
雲
集
‘
経
国
集
に
於
い
て
も
伺
わ
れ
る
。
章
一
陽
の
節
は
天

武
天
皇
の
御
代
に
一
初
め
て
行
な
わ
れ
、
嵯
峨
天
皇
の
時
代
を
最
高
頂

に
柴
え
、
高
い
所
に
登
り
菊
酒
ぞ
飲
み
病
を
愈
し
長
寿
延
命
を
斬
っ

た
も
の
と
忠
b
れ
る
。

と
L
で
八
代
集
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

拾
遺
和
歌
集
巻
三
秋
一
八
五

題

し

ら

・

ヂ

娼

恒

長
月
の
九
日
ご
と
に
つ
む
菊
の

花
の
か
ひ
な
く
老
い
に
け
る
か
な

と
う
た
わ
れ
て
お
り
、
「
源
氏
物
語
』
司
木
の
巻
に
於
い
て
も
明

ら
か
で
あ
る
。
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＝
、
色

彩

｜｜ 

ァdA
U
 

去

2 

「
奥
儀
抄
「
そ
が
菊
ト
ハ
、
黄
菊
ナ
り
、
承
和
ノ
帝
ハ
ヨ
ロ
ズ
ノ

モ
ノ
黄
ナ
ル
花
ヲ
メ
デ
タ
マ
ヒ
テ
、
菊
モ
、
黄
ナ
凡
ヲ
愛
シ
グ
マ

ヒ
ケ
ル
ナ
リ
」

「
大
臼
本
国
語
辞
典
」
に
も
同
様
に
乙
の
歌
ぞ
引
巾
し
黄

菊
と
し
て
い
る
Q

し
か
し
「
八
代
集
抄
」
で
は
、

「
そ
が
き
く
承
和
菊
、
黄
菊
等
の
説
定
家
卿
用
ひ
給
は

す・：・：」

主承白｜
主和 I 

1ι型三日一一

lつ.f;~l ｜歌後
l集撰
！和
i歌姶

！一平n後歌拾
集選
歌金
集葉
和

歌詞
！集花
｜和

l歌千
i；集載
｜和
｜ 平日新

！建支lラγミ－7

6 

10 

4 

4 

1 

2 

8 

1 

不

11 

9 

h: リ

7 

1 

2 

乙
白
十
一
式
は
、
八
代
集
に
於
け
る
菊
の
色
彩
を
内
容
か
ら
調
査
し
た

も
の
で
あ
る
。

一
見
し
て
分
る
よ
う
に
、
白
菊
と
承
和
菊
に
限
定
さ
れ
承
和
菊
は
一

首
で
白
菊
が
圧
倒
的
に
多
く
、
今
日
の
そ
れ
と
は
少
々
趣
な
呉
に
し

℃
い
る
。
で
は
承
和
菊
は
い
か
な
る
色
彩
で
あ
る
か
詳
細
に
眺
め
て

行
き
た
い
と
思
う
。

拾
遺
和
歌
集

題
し
ら
や

各
十
七
、
雑
秋
一
一
一
一

O

よ
み
人
し
ら
ず

。
。
。

か
の
み
ゆ
る
池
辺
に
立
℃
る
そ
が
菊
の

茂
み
さ
枝
の
色
の
て
乙
ら
さ

植
物
図
鑑
等
に
は
、
そ
が
菊
と
言
う
言
葉
は
見
渡
ら
な
い
。

言
海
」
で
は
こ
の
歌
を
引
用
し
、
共
の
如
く
記
述
し
て
い
る
。

「
大

秋

円

於

丈

人

b

F・
専
大
震

3

E
三

10 

と
述
べ
て
あ
り
、
定
家
卿
は
否
定
し
て
お
ら
れ
る
。

で
は
、
当
時
は
黄
菊
は
な
か
っ
た
の
冗
ろ
う
か
。
時
代

を
さ
か
の
ぼ
り
、
懐
風
蕊
、
凌
雲
集
、
経
国
集
に
つ
い
て

考
察
し
よ
う
ο

-14 -

才ア

表

白

菊

一
言
の
う
ち
、
白

夜
と
石
り

（； 
｜凌
｜雲
｜集
；経
｜国
｜集
1 

責＝

菊

1 

4 

/f~ 

6 

4 

11 

m川

凌
雲
集

（

文

章

生

相

模

権

博

士

大

初

位

下

桑

原

公

腹

赤

一

首

）



言
海
」
で
は
乙
の
歌
を
引
用
し
、
共
の
如
く
記
述
し
て
い
る
【

秋

R
於

丈

人

山

荘

輿

飲

探

得

鑓

字

間

有

幽

栖

地

。

拘

議

試

一

略

。

白

雲

杯

下

起

。

黄

菊

掌

中

和

。

野

近

獣

馴

坐

。

経
園
祭

ダミE
"" 
~＂ 

一

、

重

陽

節

菊

花

賦

太

上

天

皇

白

噴

気

季

。

玄

月

天

高

。

子

時

衆

芳

彫

選

菊

院

。

殊

議

欝

。

独

即

…

略

。

或

素

或

寅

。

f品i

庭

芥

寵

巻

才

十

三

詩

十

二

雑

誌

雑

一

言

。

九

日

翫

菊

花

篇

太

上

天

皇

沈

塞

分

是

号

。

粛

索

令

涼

風

。

翫

菊

花

菊

鞘

寅

巻
示
十
コ
一
詩
十
二
雑
一
部

雑
言
。
九
日
翫
菊
花
篇
応
製
滋
一
一
品
目
、
水
一
安

一
委
菊
芳
繰
荷
揮
。
：
：
：
翫
寅
花
。

責

花

無

厭

日
将
酪
：

容
矛
十
三
詩
十
二
五
一
言
。

病

中

九

日

飲

。

良

安

世

聞

説

重

陽

至

。

秋

巾

菊

酒

情

。

：

：

：

把

蓋

歎

顔

齢

。

彰

沢

賞

花

味

。

持

諮

赤

実

一

審

：

以
上
の
調
奈
に
よ
り
、
当
時
寅
菊
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
故
に
乙
の
承
和
菊
は
、
黄
色
で
あ
る
と
す
る
「
大
言
海
』
「
大

日
本
国
語
辞
典
」
の
説
に
従
っ
た
。

ま
た
「
和
名
抄
」
に
、
「
菊
有
白
菊
紫
菊
」
と
あ
る
が
、
今
迄

の
私
白
資
料
で
は
、
は
っ
き
り
と
紫
菊
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
な

い
。
ま
た
「
学
習
大
辞
典
柄
物
情
』
で
は
仁
徳
天
皇
の
御
代
頃
五
色

の
菊
が
轍
入
さ
れ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
が
紫
菊
は
友
く
、
千
安
時
代

に
は
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
ゐ
。
し
か
し
八
代
集
に
於
て
は
、
白
菊

が
紫
色
に
変
色
し
た
の
を
後
の
山
ぽ
り
と
し
て
愛
慨
し
て
お
り
「
和
名

抄
』
に
言
っ
て
い
る
様
に
、
紫
菊
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
を
指
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
才
一
去
に
白
菊
と
し
た
の
は
、
躍
り
の

白
菊
と
白
菊
が
紫
色
に
変
色
し
た
菊
を
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
八
代
集
に
は
寅
菊
よ
り
も
白
菊
の
慌
衰
の
美
し
さ
ぞ

詠
ん
だ
も
の
が
多
く
、
一
小
安
時
代
の
人
々
は
白
菊
の
盛
り
の
美
し

さ
、
紫
・
紅
色
に
変
色
し
た
移
九
う
菊
の
美
し
さ
ぞ
愛
し
観
賞
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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－
－
一
、
菊
の
欣
態

八
代
集
の
菊
（
八
問
首
）
の
状
態
と
荻
（
一

O
一
一
一
首
〉
・
女
郎
花

（
八
一
首
）
の
そ
れ
と
を
比
較
検
討
し
、
更
に
「
懐
風
部
』
・
「
凌

雲
集
」
『
経
国
集
』
「
泌
氏
物
話
』
「
枕
草
子
」
の
菊
ぞ
考
察
し
、

八
代
集
に
於
け
る
菊
の
祇
態
冶
研
究
し
た
。

露
を
受
け
て
い
る
菊
の
欣
態
が
多
く
二

O
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
し
か
し
乙
の
欣
態
は
荻
・
女
郎
花
に
も
多
く
一
、
二
伎
を
占
め



て
お
り
、
菊
だ
け
の
特
徴
で
は
な
い
。

共
に
こ
れ
を
内
容
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。

荻
・
女
郎
花
は
、
も
つ
ば
ら
露
が
置
い
て
い
る
美
し
さ
を
愛
翫

し
、
「
古
今
和
歌
集
序
』
に
言
っ
て
い
る
如
く
、

「
男
山
の
む
か
し
を
お
も
ひ
い
で
℃
‘
女
郎
花
の
ひ
と
と
き
を
く

ね
る
に
も
、
歌
会
い
ひ
て
ぞ
な
ぐ
さ
め
」
、
ま
た
、
「
秋
荻
の
下

葉
を
な
が
め
」
て
い
た
の
で
あ
る
Q

こ
れ
に
対
し
菊
の
露
は
、
病

を
愈
し
命
を
延
る
巧
能
が
あ
る
と
し
、
震
防
の
節
の
菊
を
特
に
愛
翫

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

古
今
和
歌
集
巻
五
、
秋
歌
下
二
七

O

是
貞
の
み
と
の
歌
合
の
歌紀
友

則

露
な
が
ら
折
り
て
か
ざ
さ
む
菊
の
花

お
い
せ
ぬ
秋
の
久
し
か
る
べ
く

す
な
わ
ち
菊
の
露
に
は
、
長
寿
延
命
の
力
が
あ
る
と
し
、
ま
た
久

し
く
暁
く
花
と
し
よ
ん
で
い
る
の
が
十
二
首
あ
り
、
十
四
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
人
々
は
‘
菊
に
対
し
て
長
寿
延
命
の
思
想
を
抱
い
て

い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
と
れ
は
菊
特
有
の
思
想
で
あ
る
。

と
の
思
想
は
い
つ
頃
か
ら
、
日
本
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

3

0

 

カ「
懐
風
藻
』
「
凌
雲
集
」
「
経
国
集
」
を
考
察
す
る
と
、
菊
令
延
命

の
も
の
と
し
て
い
る
の
は
、
「
懐
風
藻
』
十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
凌
雲
集
』
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
「
経
国
集
」
に
於
い
て
は
問

O
パ
ー

セ
ン
ト
ぞ
占
め
て
お
り
、
奈
良
時
代
か
ら
菊
は
、
疫
病
を
除
き
生
命

を
延
ば
す
と
一
一
一
口
う
支
那
思
想
が
存
在
し
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
。

次
に
興
味
深
い
と
と
は
、
色
色
の
条
件
も
あ
ろ
う
が
、
菊
の
杏

を
扱
っ
た
も
の
は
「
懐
風
誌
」
に
は
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
治
市
め
て
い

る
が
、
八
代
集
に
於
て
は
、
二
・
凹
パ
ー
セ
ン
ト
で
菊
の
脊
に
対
し

て
は
関
心
が
浅
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
源
氏
物
語
』
「
枕

平
子
』
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。

八
代
集
に
於
て
は
、
移
ろ
っ
た
菊
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
と

れ
は
菊
特
布
一
の
美
で
あ
り
、
色
彩
の
条
で
も
考
察
し
た
如
く
、
当
時

の
人
は
菊
が
紅
・
紫
に
変
化
し
た
も
の
を
後
の
躍
り
と
し
、
内
菊
の

盛
り
同
様
に
愛
し
て
い
た
と
と
が
伺
わ
れ
る
Q

韻
文
と
散
文
を
比
較
ム
げ
る
と
と
は
、
少
々
危
険
を
件
、
っ
か
も
し
れ

な
い
が
、
「
源
氏
物
語
」
に
於
℃
も
八
代
集
と
同
様
新
に
よ
り
色
附

き
、
ま
た
色
の
変
り
始
め
た
菊
を
表
現
し
て
い
る
の
が
牛
分
以
上
岳

山
め
て
い
る
。

共
に
清
少
納
言
の
「
枕
草
子
』
を
開
く
と
、
斎
せ
綿
を
し
た
欣
態

を
詠
ん
で
い
る
の
が
コ
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』
と

比
較
し
て
遥
か
に
多
い
。

乙
L
に
も
菊
は
、
長
寿
延
命
の
も
の
で
あ
る
と
一
一
日
う
思
想
が
伺
わ

れ
る
。
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1
7
の
前
面
に
、
大
き
く
押
し
出
さ
れ
た
幾
多
の
問
問
究
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f
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E

の
も
の
と
し
て
い
る
の
は
、
「
懐
風
藻
」
十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

明
の
為
努
力
し
た
が
、
各
項
目
と
も
未
熟
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

の
こ
さ
れ
た
諒
闇
に
対
し
一
一
廉
の
現
力
を
弔
慰
．
仏
た
い
と
氾
う
u

ザベ

L
L

i

－
 

コ
二
十
二
年
度
卒
業
〕

「
あ
は
れ
」

「
を
か
し
」

の
一
考
察

東

矢

事責

子

一、

枕
計
十
子
、
徒
然
平
に
つ
い
℃
は
色
々
介
予
に
川
町
て
研
究
さ
れ
、
今

一史

γつ
ま
で
も
な
い
が
治
少
約
一
一
円
、
設
好
が
川
一
月
象
物
に
つ
い
て

ど
の
掠
な
間
出
抗
与
を

L
J
J
い
る
か
。
そ
れ
を
た
ず
、
ア
J

は

れ
」
、
「
を
か
し
」
に
叫
九
た
川
一
一
刈
象
物
に
つ
い
て
北
校
、
考
察

し
て
み
よ
う
と
以
う
ο

方
法
と
し
て
、

U
い
そ
の
初
め
に
枕
市
子
、
徒
出
公
平
に
於
る
「
あ
は
れ
」
、
「
を
か

じ
」
の
川
例
数
か
ら
そ
の
頻
度
以
（
神
州
、
日
然
入
山
い
）
を
み

る
ο
口
川
刈
的
乱
物
別
の
一
次
主
も
と
に
、
川
一
対
集
物
の
間
察
杭
げ
の
机
注

か
」
八
九
バ
バ
」
1
司
令
。

そ
の
際
、
刊
に
一
位
然
不
の

1 

は
れ
し
、

「
を
か
し
し
の
川

研
究
テ
！
？
の
前
回
に
、
大
き
く
折
し
バ
ド
さ
れ

1
発ノ
J
U
H
H
E－d

い
方
の
枕
古
一
－
子
と
川
だ
ら
二
例
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
出
川
か
、
間

察
限
度
の
相
違
か
を
考
え
る
心

対
象
物
別
（
神
師
、
自
然
、
人
事
）
に
づ
い
て
、
ん
介
々
検
討

L
は
7

人
vο

') ... 

一一、

村
「
あ
は
れ
」
、

仰

総

欽

「
を
か
し
L

の
総
数
及
び
分
制
点

あ
は
れ

枕

的7""' Jけ
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し
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